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２０２２年６月９日 
南海電気鉄道株式会社 

 
～高野山 夏の風物詩～ 

極楽橋駅を「風鈴」で装飾します 

◆ 高野山駅では係員が「作務衣
さ む え

」姿でご案内します 

◆「高野山駅長一日体験」を実施します 
 

南海電気鉄道株式会社（社長：遠北 光彦）では、世界遺産・高野山へ来訪されるお客さまに“夏の風情”を

お楽しみいただくため、６月２２日（水）から８月１７日（水）まで、極楽橋駅を「風鈴」で装飾します。 
 

この風鈴には、当社沿線の小学生・幼稚園児・保育園児にご記入いただいた短冊と、８駅（難波駅、堺駅、泉

佐野駅、加太駅、堺東駅、河内長野駅、極楽橋駅、高野山駅）に設置する「短冊記入台」でお客さまに願いごと

などをご記入いただいた短冊を、極楽橋駅構内に飾ります。 
 

また、高野山駅では、７月１６日（土）から８月１４日（日）までの土・休日とお盆期間に、駅係員が「作務衣」を

着用してお迎えします（今年で１６回目）。 
 

なお、８駅の「短冊記入台」に備え付ける応募用紙でご応募いただいた小学生以下のお子さまから抽選で合

計４０組に、ケーブルカー巻上機の見学や、駅構内放送体験などができる「高野山駅長一日体験」にご参加い

ただきます。 詳細は以下のとおりです。 

 
 

「風鈴の装飾」・「短冊の記入」について  

お客さまに願いごとなどをご記入いただけるよう８駅に「短冊記入台」を設置します。ご記入いただいた短冊

は、当社沿線の小学生・幼稚園児・保育園児たちが願いごとなどを書いた短冊と

合わせて約４００個の風鈴に飾り、極楽橋駅構内に吊るします。 
 

１．風鈴の装飾 

期間：６月２２日（水）から８月１７日（水）まで 

場所：極楽橋駅構内 

個数：約４００個 （昨年は約３３０個） 

２．短冊の記入 

期間：６月１０日（金）から７月３１日（日）まで 

場所：以下８駅の改札口付近またはオープンカウンター内 

（難波駅、堺駅、泉佐野駅、加太駅、堺東駅、河内長野駅、極楽橋駅、高野山駅） 

   ※難波駅、堺駅、泉佐野駅、加太駅、堺東駅、河内長野駅に設置する短冊は１００枚限定です。 

   ※極楽橋駅構内に飾る風鈴の短冊は、約２週間ごとに交換する予定です。 

   ※期間内に飾れる短冊の数に限りがあるため、８駅に設置している短冊の記入を予告なく終了させていただく

場合がございます。 

※ご記入いただいた短冊は、高野山内で実施される「高野の火まつり」のお焚き上げに奉納します。 
 

昨年に極楽橋駅に飾られた風鈴 
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高野山駅「作務衣」について  

高野山駅では、７月１６日（土）から８月１４日（日）までの土・休日とお盆期間において、駅係員全員が、山内

の僧侶などが着用する「作務衣」でお客さまをお迎えします。天下の霊場・高野山ならではの風情をお楽しみく

ださい。 
 

１．「作務衣」の着用期間 

（１）７月１６日（土）から８月１４日（日）までの土・休日 

（２）お盆期間：８月１５日（月） 

２．「作務衣」を着用する従業員 

（１）高野山駅長（上着、ズボン、ぞうり着用） 

（２）高野山駅全係員（上着のみ着用） 

３．「作務衣」の色 

（１）男性用：しもねず色（グレー系） 

（２）女性用 わかくさ色（グリーン系） 

 

「高野山駅長一日体験」について 

８駅の「短冊記入台」に備え付けた応募用紙よりご応募いただいた小学

生以下のお客さまから抽選で合計４０組に、ケーブルカー巻上機の見学

や、駅構内放送体験、バス運転手体験、制帽着用で写真撮影ができる

「高野山駅長一日体験」にご参加いただきます。 

 

１．日 時  ８月２７日（土）、２８日（日）  

（午前の部）１１時００分～１２時３０分  

（午後の部）１３時３０分～１５時００分  

２．場 所  高野山駅 

３．内 容  ケーブルカー巻上機の見学、駅構内放送体験、バス運転手体験、制帽着用で写真撮影 

        ※無料（高野山駅までの運賃はお客さまご自身でお買い求めのうえ、ご参加ください） 

４．募 集 

（１）対象  小学生以下のお客さま（保護者同伴） 

（２）人数  各日２０組 合計４０組（１組５人まで） 

（３）方法  以下８駅の改札口付近またはオープンカウンター内に設置している「短冊記入台」の応募用紙に

ご記入いただき、駅係員にお渡しください。 

ご記入いただいたお客さまから抽選で決定し当選者にご連絡いたします。 

※８駅：難波駅、堺駅、泉佐野駅、加太駅、堺東駅、河内長野駅、極楽橋駅、高野山駅 
 

◎お客さまのお問い合わせ先 

南海テレホンセンター TEL：０６－６６４３－１００５（８：３０～１８：３０） 

以 上 
 

昨年の同イベントの様子 

作務衣姿でお待ちしております 

 


